
企業局 平成 31年度当初予算のポイント 
 

照会先 
企業局経営総務室 

 経営企画担当 
 019-629-6388 

 
 
 
 
 
 
 
 

       ～ 電力システム改革への対応、施設の長寿命化及び耐震化の推進 ～ 

（単位：百万円、税抜） 

 H31 H30 増減 

収 益 6,375 6,150 225 

費 用 6,109 5,908 201 

純 利 益 266 242 24 

 
（金額は税込） 

 

１ 電力システム改革への対応 

2020年度以降の新たな売電契約の締結 

 

２ 長寿命化・耐震化に向けた施設の計画的な修繕・改良・更新等 

(1) 修繕費  917百万円  

・ 仙人発電所 水圧鉄管内面塗装(本管)工事[新規]       80百万円 

・ 松川発電所 取水堰堤及び魚道補修工事          70百万円 など 

(2) 改良費  882百万円  
・ 岩洞ダム 共有施設改良工事負担金(東北農政局)       302百万円  

・ 施設総合管理所 監視制御システム改修工事[新規]     62百万円 など 

(3) 委託費 1,016百万円 

・ 仙人発電所 取水塔・調整塔耐震診断業務委託       57百万円 

・ 仙人発電所 劣化対策詳細設計業務委託[新規]       22百万円 など 

 

３ 電力料収入の安定確保 

(1) 電力料収入    6,567百万円  

・ 売電単価の改定による増   

(2) 供給電力量    535,949 MWh  

 ・ 仙人発電所などの維持工事に伴う長期発電停止による電力量減 

 

４ 新規開発 

(1) 簗川発電所の建設 

建設費  371百万円  

・ 発電所建屋工事、水車発電機製作など 

総事業費 約17億円、最大出力 1,900kW、運転開始予定：2021年度 

年間供給電力量 約 11,000MWh (一般家庭約 3,300世帯分) 

(2) 新規地点や再開発の検討 

・ 「電源接続案件募集プロセス」への対応 

     122百万円  

 

［基本的な考え方］ 

長期経営方針（H22～31年度）及び第５次中期経営計画（H28～31年度）に掲げる「クリーンな電力と
良質な工業用水の安定供給」を実現するため、計画の最終年度として、施設設備の長寿命化・耐震化、
再生可能エネルギーの新規開発等を着実に推進するとともに、電力システム改革への対応や大手半導体
企業新製造棟への対応などに取り組んでいきます。 

重点目標と要求のポイント 

電 気 事 業 

岩手県企業局平成 31年度当初予算関連 公表資料 平成 31年 2月 6日 



５ 地域貢献 

(1) いわて復興パワーによる震災復興・ふるさと振興への貢献  

・ 電力会社と連携した電気料金の割引支援 [ 割引率 ６％(H31) ← ５％(H30) ] 

割引支援の対象企業に｢いわて子育てにやさしい企業等｣、｢いわて女性活躍企業等｣、｢いわて働き

方改革推進運動｣の認定事業所等を追加し、さらなる活用促進を図る。 
・ 一般会計への繰出し         156百万円  

❑ いわて職業人材育成事業費【総務部】        6百万円 

❑ ＩＬＣ推進事業費(ＩＬＣ受入準備推進事業)【政策地域部】   30百万円 

❑ 県民主体の健康度アップ支援事業【保健福祉部】        30百万円 

❑ 東京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ県産材利用促進事業【農林水産部】 30百万円 (H30→H31) 

❑ いわて新事業活動促進支援事業費補助【商工労働観光部】    30百万円 

❑ 東日本大震災津波伝承館運営費【復興局】[新規]        30百万円 

(2) 環境保全・クリーンエネルギー導入促進  86百万円  

・ クリーンエネルギー導入支援事業     53百万円  

❑ 市町村等が実施する太陽光発電を活用した街路灯設置等への支援 

30百万円（補助率：震災復興 9/10以内、他 3/4以内） 

❑ 平成 28年台風 10号災害に係る被災３市町への特別支援 

23百万円（補助率：定額） 

・ 一般会計への繰出し（9事業）     29百万円  

・ 植樹活動支援(15か所、100名程度)    4百万円  

 
 ～ 大手半導体企業新製造棟への対応、施設・設備の老朽化・耐震化対策と安定経営の取組 ～ 

（単位：百万円、税抜） 

 H31 H30 増減 

収 益 914 910 4 

費 用 909 897 12 

純 利 益 5 13 △8 

 
（金額は税込） 

 

１ 新たな水需要への対応 

大手半導体企業新製造棟への対応 

建設費等 1,133百万円  

 

２ 工業用水の安定供給に向けた施設設備の計画的な修繕・改良と耐震化 
(1) 修繕費  29百万円  

・ 第二北上工水 加圧脱水機ろ布補修工事[新規]  7百万円 

(2) 改良費 499百万円  

・ 第二北上工水 可とう管更新工事[新規]  77百万円 

(3) 委託費 180百万円  

・ 第一北上工水 工業用水道事業業務委託       124百万円 

 

３ 料金収入の安定確保 

・ 基本契約水量   一般水 39,169㎥/日   ろ過水 15,900㎥/日 

・ 実使用水量    一般水 23,541㎥/日   ろ過水  9,084㎥/日  

・ 営業収益  918百万円  

  

 

重点目標と要求のポイント 

工業用水道事業 


